
 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

ケースメント（縦すべりだし） 

【防火認定サッシ】 

オーニング（横すべりだし） 

【防火認定サッシ】 

ＦＩＸ 

【防火認定サッシ】 

ドア（両開き・片開き） 

【防火認定サッシ】 

 

 

 

 

 

 

   

 

障⼦を横に（室外側へ）滑り出

すように開く窓です。 

最大９０°まで開閉可能。 

障⼦を縦に（室外側へ）滑り出

すように開く窓です。 

５０°程度まで開閉可能。 

採光や装飾を目的とした開閉 

しないはめ殺しの窓です。 

３点ロックシステムにより、 

気密性・防犯性を高めた 

ドアです。 

 

ドレーキップ 

【防火認定サッシ】 

ヘーベシーベ引き⼾ 

【防火認定サッシ】 

ＮＥＷクレセント引き⼾ 上げ下げ窓（ｼﾝｸﾞﾙﾊﾝｸﾞ） 

    

ハンドル操作により、内開き

内倒しの使い分けができる窓

です。 

特殊なハンドル・⼾⾞により 

重量級の障⼦でも楽に開け閉

めすることができます。 

クレセントで施錠するタイプ

です。障⼦１枚の重量は 

４００㎏まで対応可能です。 

障⼦を上下にスライドさせ

て開閉する窓です。 

 

排煙窓（ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ仕様） 自動扉（片引き・引分け） カーテンウォール 

 

  

オペレーター装置を使用した 

排煙窓・換気窓です。 

施設・店舗等の入口によく 

用いられます。 

上下左右に連窓し、大空間を 

明るく開放的にすることが 

できます。 

 

北欧型 高性能・高断熱サッシ 

防火設備対応 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ヨーロッパ建築において、住まいの内外境界である窓、玄関等、開口部の多くは、木製サッシを採用しています。 

木の特性である高い断熱性能（熱伝導率 0.12）や、優しさを喚起する癒しの感性、そして地球の自然を大切 

にするエコロジーを理解しているからです。 

 

有機質である木製サッシを採用する事により、夏の高い気温を室内に伝えず、冬の暖房も外へ逃がしません。 

呼吸する木は、正に生きた素材なのです。寺社仏閣がそうである様に、手入れをする事で木は永く生き続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                           木材はインテリアの素材として常に注目を集め、 

また多くの人々に好まれているものです。 

                           これは、木材の持つ光学特性やその質感、 

肌合いといったものが私たちの視覚にフィット 

しているからであり、 

木の持つやさしさ、やわらかさといったイメージ 

もそこから生まれています。 

 

 

  

 

 

窓は建物の印象を決定づける大きな要素でもあり、 

木製サッシが建物の外観・内観のイメージ向上に果たす役割は 

高く評価されています。 

⼀般住宅はもとより、学校、公共施設、病院・⽼人医療施設など、 

「ぬくもり」「やすらぎ」などを志向する設計デザインにおいて、 

木製サッシを採用するケースが増えています。 
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              電話：0254－53－3030  FAX：0254－52－1660 
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